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西日本工業大学大学院特別奨学生規則 

 

最終改正 令和４年９月 15日 

 

  （趣旨） 

第１条 この規則は、西日本工業大学大学院学則（以下「学則」という｡）第 38 条第２項の規定に基づき、

特別奨学生制度に関する必要な事項を定める。 

  （目的） 

第２条 特別奨学生制度は、学力・人物共に優秀な学生に学費及び修学上の特別な取り扱いを行うことに

より、本学を代表して将来社会に貢献できる有為な高度専門技術者、経営者、起業家を育成することを

目的とする。 

  （資格） 

第３条 特別奨学生の資格は、学力・人物共に優秀で、明確な目的意識を持って入学した者とする。ただ

し、国費外国人留学生は除く。特別奨学生資格の有効期間は、授業料全額免除者においては１年間、授

業料半額免除者においては２年間とする。 

  （特典） 

第４条 特別奨学生は、授業料の全額又は半額を納付免除（又は、奨学金として支給）する。 

  （定員） 

第５条 特別奨学生の定員は、以下のとおりとする。 

 (1) 資格１年間の授業料全額免除者   採用基準を満たし、かつ、各学年 10名につき１名  

 (2) 資格２年間の授業料半額免除者    採用基準を満たす者全員 

  （選考） 

第６条 特別奨学生は、受験者の中から大学院工学研究科委員会で選考し、学長が決定する。特別奨学生

の選考は、入学試験の成績、および、学部または大学院での成績と特別な研究や活動等を総合的に判断

して行うものとする。なお，授業料免除の資格の採用基準のうち、学部での成績（４年次前期までの通

算成績）については、原則、ＧＰＡ3.0以上の優秀な者とする。 

２ 入学試験において特別奨学生に選考された者は、定められた期限内に入学の手続きをした時から資格

を有するものとする。 

  （資格の停止又は喪失） 

第７条 特別奨学生が次の各号の一に該当する場合は、資格の停止又は喪失を大学院工学研究科委員会の

審査を経て学長が決定することがある。 

 (1) 退学あるいは修学を中途で放棄した場合 

 (2) 学業成績が著しく低下した場合（学業成績に関する基準は別に定める｡） 

 (3) 学則による懲戒処分を受けた場合 

 (4) その他、特別奨学生としてふさわしくない行為があった場合 

２ 前項各号に該当する場合は、当該年度の授業料免除額の全額または一部を納付させることがある。 

３ 休学した場合は、休学の期間中その資格を停止する。 

  （所管） 

第８条 この規則に関する事務は、学務課が所管する。 

  （規則の改廃） 

第９条 この規則の改廃は、工学研究科委員会の議を経て、学長が決定する。 

 ただし、第４条の特典及び第５条の定員に関する規定については、理事会の承認を必要とする。 

   附 則 

１ この規則は、平成 22年４月１日から施行し、平成 22年度入学生から適用する。 

２ この規則は、平成 23年 10月１日から改正施行する。 
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３ この規則は、平成 24年 10月１日から改正施行する。 

４ この規則は、平成 27年４月１日から改正施行する。 

５ この規則は，令和元年９月１日から改正施行する。ただし，令和元年度前期以前に入学した学生

については，なお従前の例による。 

６ この規則は、令和４年９月 15日から改正施行する。 

 


